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(名称)

第1条この会は、式見地区コミュニティ連絡協議会(以下「協議会」という。)とい

つ。

(目的)

第2条協議会は、地域住民や団休の参画と協働の推進を図りながら、自主的、自立的

に地域課題の解決に向けた活動を行うこと及ぴ地域コミュニティの活性化を図るこ

とを目的とする。

(事業)

第3条協議会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

(1)式見地区の課題解決に関する事業

(2)式見地区の地域コミュニティの活性化に関する事業

(3)その他協議会の目的達成に必要な事業

(構成)

第4条協議会の構成員は次の各号に掲げる者とする。

(1)別表に掲げる自治会等地域の各種団体

(2)本会の趣旨に賛同し参加を希望する個人及び団体等

(区域)

第5条協議会の活動範囲は、式見地区連合自治会の区域とする。

(事務所及び事務局)

第6条協議会の事務所は、式見地区ふれあいセンター(式見町357番地)内に置く。

2 協議会の事務局を事務所内に置き、事務局長は会長が委嘱し、協議会の事務を処理

する。

(役員)

第7条・協議会に、次の役員を置く。

(1)会長 1名

(2)副会長 2名

(3)会計(事務局長兼務) 1名

(4)監事 2名

(5)理事 若干名

2 役員は、別表に掲げる構成団体等の代表者の互選により選任し、会長、副会長、監

事は、それぞれの役員の互選により選任する。

(役員の職務)

第8条会長は、協議会を代表し、会務を統括する。

2 副会長は会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、(会長が

あらかじめ指名した順序によって)副会長がその職務を代行する。

3 会計は、協議会の出納事務を処理L 会計に必要な書類を管理する。

4 監事は、協議会の会計監査を行い、これを役員会議に報告する。

別冊2

式見地区ニミュニティ連絡協議会規約
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(役員の任期)

第9条役員の任期は2年とする。ただし、再任を妨げない。

2 欠員により選出さ"れた役員の任期は、前任者の残任期問とする。

3 役員はその任期が満了した.後において、後任者が就任するまでその職務を行う6

(役員会)

第10条役員会は、役員をもって構成する決議機関で、毎年1回開催する定期役員会
議のほか、会長が必要と認めた場合又は役員会構成員の3分の1以上の請求があった
場合には、その都度臨時役員会議を開催する。

2 役員会:捌.よ、会長が招集し、議長となる。

3 役員会議は、過半数の出席により成立する。

4 議事は,出席者の過半数の同意で決し、可否伺数のときは、議長の決するところに

よる。ただし、規約の改廃に関する事項は、出席者の3分の2以上の同意を必要とす

る。

5 役員会議は、次の事項を評議決定する。

(1)まちづくり計画の策定・変更に関すること。

(2)事業計画および事業報告に関すること。

(3)予算の決定および決算の承認に関すること。

(4)役員の選任に関すること。

(5)規約の制定及び改廃に関するこ'と。

(6)その他、協議会の運営に関すること。

(役員会議の議事録)

第11、条役員会議の議事にっいては、次の事項を記載した議事録を作成しなけれぱ

ならない。

a)日時及び場所

(2)構成員の現在数及ぴ出席者数(書面表決者及び表決委任者を含む。)

(3)開催目的、審議事項及び議決事項

(4)議事の経過の概要及びその結果

(5)議事録署名人の選任に関する事項

2 議事録には、議長及びその会議において選任された議事録署名人2人以上が署名

押印をしなけれぱならない。

(役員会議及ぴ議事録の公開)

第12条式見地区の住民は、役員会議を傍聴することができる。

2 式見地区の住民が、役員会議の議事録の閲覧を請求したときは、これを閲覧させ

なけれぱならない。

(部会)

第13条協議会には、まちづくり計画を実行していくために必要な部会を置くことが
できる。

2 部会員は、別表に掲げる構成団体から選任された者及び部会活動に希望する、者で構
成する。
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3 部会には部会長及ぴ部会事務局を置き、部会員の互選により選任する。また必要に
応じて副部会長を置くことができる。

4 部会は部会長が招集L、部会長は各部会の運営にあたる。

5 副部会長は、部会長を補佐する。

6 部会事務局は、各部会の事務を処理し、協議会の事務局と連携を図る。
7 部会はまちづくり計画に基づく事業を実施する。

8 部会長、部会事務局及び副部会長の任期は、役員の任期に準ずる。

(事業計画および予算)

第14条協議会の事業計画および予算は、役員会議の議決を経なけれぱならない。
(事業報告、決算およぴ監査)

第15条協議会の亊業報告害、収支決算書等の決算に関する書類は、会計年度終了後、
速やかに作成し、監事の監査を受け、役員会議の議決を経なけれぱならない。

(経費)

第16条協議会の経費は、交付金、負担金、寄付金及びその他の収入を持って充てる。
(会計年度)

第17条協議会の会計年度は、毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。
(会計帳簿の整備及び公開)

第18条協議会は、会計に関する帳簿を整備しなけれぱならない。
2 式見地区の住民が事項の帳簿の閲覧を請求したときは、これを閲覧させなけれぱな
らない。

(委任)

第19条この規約に定めるもののほか必要な事項は、会長が役員会議に諮り別に定め
る。

附則

規約は、平成30年3月30日から施行する。
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別表

式見地区連合自治会

式見町里自治会

式見町上方自治会

式見町下浜自治会

四杖町田舎自治会

四杖町鼻崎自治会

見崎肉治会

相川町中尾自治会

式見地区連合自治会体育部

式見上中自治会

式見町荒毛自治会'

式見地区民生委員児童委員協議会

式見町下中自治会

式見地区青少年育成協議会

園田町自治会

式見地区文化協会

四杖町中通自治会

式見中学校PTA

ハ

松崎自治会

式見中学校

コ

相川自治会

交通安全母の会「すみれクラブ」

下向自治会

式見地区ふれあいセンター運営委員会

向自治会

式見地区婦人防火クラブ

式見地区老人クラブ連合会

式見保育園

長崎市社会福祉協議会式見支部

小江原・式見地域包括支援センタ・フ

式見小学校PTA

社会福祉法人福陽会

センターオーシャン

式見小学校

長崎市消防団式見地区本部

稲佐地区交通安全協会式見支部

式見21世紀を考える会

小規模多機能介護

少年消防クラブ

式見郵便局

社会福祉法人神楽会いごいの園
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第1章総則

第 1 条本会は「ダイヤランドまちづくり連絡檎議会」と称し、事務局を「ダイヤランドふ
れあいセンター」内に量く。

第 2 条 1 本会はダイヤランドで括動する諸機関・団体等の代表者、公的役職者及び本
会が委嘱する若干名の住民の委員で構成する。

2 本会は委員選出母体の機関又は団体等の運営方針船よぴ会則を尊重すること
とする。

第 3 条本会はダイヤランドに居住ずる住民が安全で安心して住めるまち6くりを目的と
して活動する。

第2章事業

第 4 条本会は前条の目的を遂行ずるために「ダイヤランド連合自治会」と連携をとりな
がら炊の事業を行う。

1 情報交換およぴ事業に対する支援協力

2 本会主催(共催・後援)による事業鬨催

3 行政等からの要請事業への協力及ぴ陳情事項の取りまとめ

4、住民が安金で安心して住めるまちdくり活動の推進
5、その他関連事業

第3章役員

第 5 条本会に炊の役員を置く。
1、会長 1表
2、副会長 5名

3、事務局長 1瑠

1名4、コ弐

5、会計監査 2洛

会長は本会を代表し、各委員の連絡馴整ならぴに会務を執行,る。

副会長は会長を補佐し、会長事故あるときはその戚務を代行する。
事務局長は本会の庶務に当る。

会計は本会の会計事務に当る。
会計監査は会計を監査する。

役員の選出は炊による。

1、・会長及ぴ事務伺長、会計、会計監査は本協儀会の般立者である連合自治会で
選出し委員会で承認を得るものとする,
2、副会長は地域内の各自治会長が務めるものとする。

3、本会に若干名の顧問を逢くものとする。

4、会長は必要により住民の中から若千名の委員を委隅することができる。

5、会長は事務局長の意見を聴取し若干の事務局員を選任することができる。

第12条役員の任期は2年問とし再任を妨げない。また、委員の任期は出身母体の代表と

して本会の委員に登録されている期間とし、公的役職者はその任務が終了する期

間または本人の辞任の申し出による。また、委鷹委員等は個人の申し出、または
会長の指示があるまでとする。

ダイヤランドまちづくり連絡協議会会則

第13条役員及び委員の任期途中での交代による新任者の任期は前任者の残任期問とする。
第4章会議

第14条 1 会長は必要と認めたとき役員会を召集tる。この揚合、役員とは第5条の役
員を指すが会計監査は除く。

-5-
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第15条

2 役員会は会長が議長を務める。

3、会長は必要により役員会に役員以外の各部長及ぴ顧問の幽席を求めることが
できる。

1 委員会は年4回開催し会長が召集するが、必要に応じて会長は臨時に召集し

て委員会を開催することができる。

2 委員会は第2条による委員で構成するが、委員が委任した代理出席者を認め
るものとする。この場合、賛否権の行使も認めることできることとする。

3 委員会は会長が畿長を務める。
4 事務局長は会議の準備及ぴ議事を記録し保管しなければならない。

5、事務局には若干の事務局員を置き、事務局長の補佐に当たる。
6 委員会の成立はその構成員の過半数とずる。
フ、決議は出席委員による多数決で決し、同数の揚合は議長の採決により決定す

る。

8、各部会の開催は必要により部長が招集する。この会には必要により会長、事
務局長、会計も参加することができるものとする。
徐の事項は委員会の畿決を将なければならない。
1 役員の改選

2 予算、決算、会則の改廃およぴその他の重要事項に関する事項。

第16条

第 5 章
第17条

部

1、本会に次の6部会を設け、協議会委員を各部に配するものとする。
①「防災部」・・住民が自然災害(地震、台風等)や火災等から身を守る
ための日常生活や具体的な対処について学習するための企面や活動の運

営を行う。

②「防犯部」・・この町で犯罪に遭わない、作らないことを住民が共有し、
活動するための揚を設定し、防翻の輪を広げるための企画や活動の運営
を行う。

③「交流部」"・安全・安心の町・づくりの基本は「住む人の心、のふれあい
と支え合い」であることを住民が共有し、実践化を進めるための揚や機

会を作るととを推進する。

④「楚美部」・,整備された町からは測罪は生まれない。町の美化と好ま
しい環境を作ることへの住民の共有と実劇ヒを促すための企画・運営を
行う。

⑤「広報部」,・住民にまちづくり活動の情報を知らせるとともに、まち
dくりに対する関心を高め、参加と実践の意欲を高めるための広報啓発
の企画・運営を行う。

2、各部の部員の配憧は年度初めに事務局での成案をもとに役員会の同意を得て
決定するものと,る。な給、各部に担当の副会長を配し、その部の企画運営
について指導、助言を行う。

3、各部では副会長を除く委員の中から部長及ぴ副部長を選出する。また、部長
は会長の招集があった揚合には役員会に出席,るものとする。な船、部長は
その部で決定した事項については役員会で報告をし、決裁を受けることとす
る。

4、会長、会計、事務局長は広報部に所偶するが、必要により他の部会に参加t
ることができるものとする。

5、 1項の5部会以外に、まちdくり活動のための「研修部」を設け、各種の研
修機会を企画し、会員の関心・意識の姦揚を図るとともに、リーダーの資質
向上を甥する。な粘、当部の企画運営は「役員会」が当たるものとする。
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1 本会の経費は各自治会の負担金ならぴに補助金・寄付金をもって充てる。
2 各自治会の拠出金は各自治会の世帯数に応じて負担するものとし、負担金は
年会費として50円に世帯数を乗じた金額とずる。

3、会費は毎年度当初に徴収,るものとする。
4、当協議会の職務に関する会議等への出席に要,る交通費等の支出は歌の通り
とする。

①バス等の公共交通機関を利用する場合は、自宅の最寄りのバス停から舜的
地最寄りのバス停間の往復運賃の実費とする。

②会員の自家用車を利用する揚合は炊の通りとする。
,燃翆陵として当該車両の使用者に対して1回につき500円を支給。
・有料駐車揚を使用Lた場合はその実費を支給。

・有邪纖路を使用した場合はその実費を支給。

,会員の自家用車に伺乗Lて移動した会員への交通費等の支給はしない。
③他機関会議等から委嘱された委員として参加する会議等への参加に要す
る交通費支給は上記①によるものとする。なお、旅費等の支給がある会磁
等の揚合は該当しない。

5、慶弔金については炊の通りとする。

会長(または代理の者)が協議会を代表して地域外団体等からの招待に
よる行事等に参加し、祝い金の支出を生じる揚合は5,000円の祝い

金を支出する。な為、会費制の場合はその会費の金額を支出するものと
,る。

②香典等の弔慰金は本人に限り5,000円の香典を支出する。
本会の会計年度は毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。
付則

「ダイヤランド安全・安心交流センター」の管理運営に関する規約等にっいては別
途定める。(契約者は「ダイヤランド連合自治会」及ぴ「ダイヤランドまちづく
り連絡協議会」であるが、主契約者は連合自治会とする)
「良主防和パトローノレ」(青色回転灯装備車による活動)について、その活動に関
する組歳、規約等については別途定める。な論、組織は当協議会の委員船よびー
般住民で編成する。

「防犯バレード」及び「ふれあいウォーキング」「防犯・防災研修会」「環境.
整美部事業」については、ダイヤランド連合自治会との共催事業とし、各部会は
具体的に事業の企画・運営を行うものと,る。また、団地内の「老人クラプ交流
会」は、本協儀会の委員である各老人クラプ会長で組織する実行委員会が企画及
ぴ運営を行い経費等は協議会とは別会計とする。
1、本会則は平成15年5月27日より施行する。

[、L

2、平成19年8月29日、一部改正。
3、平成21年6月1日、一部改正。

4、平成22年5河 31日、一部改正。

5、平成26年5見 22日、一部改正。

6、平成27年5月26日、一部改正。
フ、平成28年5月24麻、一部改正
8、平成29年5月23日一部改正

ーフー

第19条

第 6 章

第20条

第21条

第22条

第23条



(名称)

(目的)

(亊業)

土井首地区コミュニティ協議会会則

第1条二の会は、土井首地区コミュニティ協議会(以下「本会」という。)と称する。

第2条本会は、土井首地区において地域活動を行う団体(以下、「地域団体」という。)が、互いの活動内容や地域の
課題な三の情報を共有し、連携して、地域住民が安全安心で暮らしやすいまちづくりを進めることを目的とす
る。

第3条

(4)その他の関連事業

第4条本会の対諒とする区域は、基本的に長崎市土井首地域センターの所管区域と同じとする。

第5条本会の事務所は、長崎市土井首合同庁舎(長崎市柳田町45番地3)内に置く。

第6条本会は、別表1の地域団体の代表者等を委員として構成する。

第7条委員の任期は2年とし、再任を妨げない。
2 委員に欠員が生じた時は、すみやかに後任を選出し、その任期は前任者の残任期間とする。

第8条本会に、次の役員を置く。
1名①会長

②副会長 2名
③事務局長 1名
④監事 2名

2 前項の役員は、監事を除き、委員の中から互選により選出する。

3 監事は、土井首地区自治連合会の監事をもって充てる。

第9条役員の任期は2年とし、再任を妨げない。
2 役員に欠員が生じた時は、すみやかに、後任を選出し、その任期は前任者の残任期問とする。

第10条会長は、会務を総理し本会を代表する。(役員の任務)

2 副会長は、会長を補佐し、会長に事故ある時は、その職務を代行する。
3 事務局長は、会長の命を受け、本会の事務及ぴ会計を掌る。
4 監事は、年1回以上、事業及び会計の監査を行い、その結果を本会に報告する。

(会議の招集等)第Ⅱ条本会の会議は、総会及び役員会とし、会長が招集するものとする。

2 総会は、定期総会及ぴ臨時総会とする。

3 総会の議長は、委員の中から互選により選出する。

4 役員会の議長は、会長が務めるものとする。

(総会の議決事項)第12条総会は、髮員全員により構成し、次に掲げる事項を審議する。

1 事業計画に関する事項

2 予算・決算に関する事項

3 会則の改正に関する事項

4 役員の選任に閏する事項

5 その他役員会から諮問された事項

(総会の成立と議決)第13条総会は全委員の3分の2以上の出席をもって成立し、会議の議決は出席者の過半数の費成をもって決ずる0た
だし、可否同數の場合は議長の決するところによる。

(役員会の構成)第14条役員会は、会長、副会長、事務局長をもって組織する。
2 会長は、必要に応じて、委員を役員会に出席させる二とができる。

第15条役員会は、会長が必要と認めた時招集する。

第16条役員会は、定例会及び臨時会に付託する事項を審議する。

第行条役員会の議事は、出席者の合議による。

第18条会長は、第3条各号に掲げる事項にっいて、専門的継続的に協議又は調整を行うため、総会での承認を得て、

(区域)

(事務所)

(組織)

(委員の任期)

本会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。
(1)地咸全体の課題を解決するための分策を検討するこを
(2)地域団体の相互理解と連携を図り、それぞれの事業が効果的・効率的に実施できるよう調整すること
(3)長崎市との協定に基づき、まちづくりの拠点として、ふれあいセンターの管理運営を行うこと

(役員)

^

(役員の任期)

をもって構成し、部会長及び副部会長を置

"

→'

(役員会の招集)

(役員会の審議事項)

(役員会の議事)

(専門部会)
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専門部会を置くことができる。

専門部会は、会長が指名する委員
2

3

<。

部会長は会長が指名し、副部会長は部会長が指名する。

^ が巳
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(実行委員会)

(会計年度)

(経費)

(委任)

第19条会長は、イベント等の事業を行うため、総会での承認を得て、実行委員会を置くことができる。

2 実行委員会は、会長が指名する委員及び趣旨に賛同する団体並びに地区内住民をもって構成し、委員長、副
委員長を置く。

3 委員長は会長が指名し、副委員長は委員長が指名する。

第20条本会の会計年度は、毎年4月1日から翌年3月創日までとする。

第21条本会の経費は、委託料、寄付金、その他の収入をもって充てる。

第22条この会則の改正は、定例会又は臨時会の議決を要する。

2 この会則に定めるもののほか本会の運営について必要な事項は、会長が定例会又は臨時会に諮って定める。

附則

(施行期日)

(委員の任期に開す
る経過措置)

附貝1】(平成29年11月21日)

この会則は、平成29年11月21日から施行する。

附則(平成30年3月16日)

この会則は、平成30年3月16日から施行する。

別表1

第W条に定める専門部会は別表2のとおりとする。

この会則は、平成29年3月18日から施行する。

第Z条第1項及び第全条第1項の規定にかかわらず、最初に選任される委員及び役員の任期は、平成31年3
月31日までとする。

土井首地区内各自治会

土井首老人クラブ連合会

社会福祉協議会土井首支部

土井首地区民生委員児童委員協議会

土井首中学校区青少年育成協議会

土井首中学校PTA

土井首小学校育友会

士井首小学校おやじの会

南陽小学校育友会

南陽ファザーズ
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土井首中学校

土井首小学校

南陽小学校

土井首地区ふれあいセンター利用者代表(学習グループ)
土弁首地区保護司会

土井首地区教育振興会

南部市民センター

土井首地区消防団

土井首地区婦人防火クラブ

三和町ふるさとづくり委員会

長崎市食生活改善推進協議会

土井首地区猟友会

長崎市スポーツ推進委員(土井首地区)

長崎県交通安全協会江川支部

長崎県交通安全協会土井首地区支部

長崎県少年補導員連絡協議会

長崎市少年補逗委員協議会

長崎市土井首地域包括支援センター

長崎記念病院

ケアハウスリエゾン長崎

喜楽苑

第1条

2
3
4
5
6
7
8
9
0

1
 
2

1
2
3
4
5
6
7
8
g
o
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1



別表2

総務部会

自然を活かしたふるさとづくり部会

元気で安心な暮らしづくり部会

名称

次世代へつながる人づくり部会

ふれあいセンター運営部会

第2条第19条に定める実行委員会は別表3のとおりとする。

別表3

みんなでつながる"どいのくぴ祭り"実行委員会

総会議案に関すること、事業計画の進捗管理及び変更、専門部会・実行
委員会活動の調整、その他役員会から付託された事項の審議

どいのくび健康マラソン大会実行委員会

自然環境、産業振興に関すること

生活、安全安心に関すること

子ども、後継者の育成に関すること

ふれあいセンターの運営に関すること

役 割

'昌

"゛

、
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(名称)

第1条この会は、深堀地区ニミュニティ協議会(以下「1島議会」という。)という。

(目的)

第2条協議会は、地域住民や団体の参画と協働の推進を図りながら、自主的、自立的

に地域課題の解決に向けた活動を行うこと及び地域コミュニティの活性化を図るこ

とを目的とする。

(事業)

第3条協議会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

(1)深堀地区の課題解決に関する事業

(2)深堀地区の地域コミュニティの活性化に関する事業

(3)その他協議会の目的達成に必要な事業

(構成)

第4条協議会の構成員は次の各号に掲げる者とする。

(1)別表に掲げる自治会等地域の各種団体等

(2)本会の趣旨に賛同し参加を希望する個人及び団体等

(区域)

第5条・協議会の活動範囲は、深堀中学校区とする。

(事務所及び事務局)

第6条協議会の事務所は、深堀地区連合自治会事務所内に置く。

2 協議会の事務局を事務所内に置く。

(役員)

第7条協議会に、次の役員を置く。

1名(1)会長

2名(2)副会長

(3)会計 1名

2名(4)監事

1名(5)事務局長

(.6)事務局員若干名'

2 役員は、別表に掲げる構成団体等に属する者(以下「代表者」という。)の互選によ

り選任し、会長、'副会長、会計、監事、事務局長、事務局員は、それぞれの役員の互

選により選任する。

3 選任された役員は、総会において承認するものとする。

深堀地区コミュニティ協議会規約
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(役員の職務)

第8条会長は、協議会を代表し、会務を統括する。

2 副会長は会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、(会長があ

らかじめ指名した順序によづて)副会長がその職務を代行する。

3 会計は、協議会の出納事務を処理し、会計に必要な妻類を管理する。

4 監事は、協議会の会計監査を行い、これを総会に報告する。

5 事務局長は、事務局員を統括する。

6 事務局員は、協議会の運営事務にあたる。

(役員の任期)

第9条役員の任期は2年とする。ただし、再任を妨げない。

2 欠員により選出された役員の任期は、前任者の残任期間とする。

3 役員はその任期が満了した後におし、、て、後任者が就任するまでその職務を行う。

(会議)

第10条協議会の会議は、総会及ぴ事務局会議とし、会長が招集し、議長となる。

2 会議は、過半数の出席により成立する。

3 議事は、出席者の過半数の同意で決し、可否同数のときは、議長の決するところに

よる。ただし、規約の改廃に関する事項は、出席者の3分の2以上の同意を必要とす

る。

(会議の議事'剥

第11条会議の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなけれぱなら

ない。

(1)日時及ぴ場所

(2)構成員の現在数及び出席者数(書面表決者及び表決委任者を含む。)

(3)開催目的、審議事項及ぴ議決事項

(4)議事の経過の概要及びその結果

(5)議事録署名人の選任に関する事項

2 議事録には、議長及びその会議において選任された議事録署名人.2人以上が署名

押印をしなけれぱならない。

(会議及び議事録の公開)

第12条構成員は、会議を、傍聴することができる。ただし、会長が認める場合

は、この限りではなし。、。

2 構成員が、会議の議事録の閲覧を請求したときは、これを閲覧させなけれぱなら

ない。ただし、会長が認める場合は、構成員以外の者についても閲覧させることが

できる。

(総会)

第13条.総会は、別表に定める代表者をもって構成する最高の議決機関で、毎年1回
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1

開催する定期総会のほか、会長が必要と認めた場合又は総会構成員の3分の1以上の

請求があった場合には、すみやかに臨時総会を開催しなけれぱならない。

2 総会は、次の事項を審議決定する。

(1)事業計画および事業報告に関すること。

(2)予算の決定およぴ決算の承認に関すること。

(3)役員の選任に関すること。

(4)規約の制定及び改廃に関すること。

(5)その他、協議会の運営に関すること。

(事務局会:鞠

第14条事務局会議は、監事を除く役員をもって組織し、原則毎月(または会長が必

要と認める都度)開催し、次の事項を審議する。

(1)総会等の審議事項の検討

(2)事業計画の進捗管理

(3)その他総会の議決を要しない会務の執行に関する事項

(事業計画およぴ予算)

第15条協議会の事業計画および予算は、総会の議決を経なけれぱならない。

(事業報告、決算および監査)

第16条協議会の事業報告響、収支決算書等の決算に関する婁類は、会計年度終了後、

速やかに作成し、監事の監査を受け、総会の議決を経なけれぱならない。

(経費)

第17条協議会の経費は、交付金、負担金、寄付金及びその他の収入を持って充てる。

(会計年度)

第18条協議会の会計年度は、毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。

(会計帳簿の整備及ぴ公開)

第19条協議会は、会計に関する帳簿を整備しなけれぱならない。

2 構成員が事項の帳簸の閲覧を請求したときは、これを閲覧させなけれぱならな

い。ただし、会長が認める場合は、構成員以外の者についても閲覧させることがで

きる。

(委任)

第20条この規約に定めるもののほか必要な事項は、会長が事務局会議に諮り別に定

める。

附則

規約は、平成30年 2月1.6日から施行する。
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別表(第4条第.1号)

団体名

深堀地区連合自治会

長崎市社会福祉協議会深堀支部

深堀地区老人クラブ連合会

深堀ペーロン協会

深堀地区消防団

深堀婦人会

深堀地区民生委員児童委員協議会

深堀校区少年補導員深幸会

深堀小学校

深堀小学校育友会

深堀中学校

i凡

深堀中学校PTA

深堀中学校区青少年育成協議会

深堀小学校区子どもを守るネットワーク

深堀地区ふれあいセンター運営委員会

長崎市深堀・香焼地域包括支援センター

深堀地区内ボランティア団体
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(名称)

第 1条本会は、茂木コミュニティ連絡協議会

つ。

第二

茂木コミュニティ連絡協議会規約

第一早 総則

(目的)

第2条本会は、地域住民や団体が連携し、地域コミュニティの活性化を図ることを

目的とする。

(事業)

第3条

( 1 )

( 2 )

本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

茂木校区における地域コミュニティの活性化を推進する事業

その他、本会の目的を達成するために必要な事業に関すること

(構成員)

第4条本会の構成員(以下「本会構成員」という。)は次の各号に掲げる者とする。

(1)茂木校区内に居住する全ての者

(2)本会の趣旨に賛同し参加を希望する個人及び団体のうち、第 19条に定める

委員会が承認した者

(以下「本会」という。)とい

(種別及び定数)

第5条本会に次の役員を置く。

(1)会長 1名

(2)副会長 1名

( 3 )監事 1名

構成員

(役員の選任等)

第6条会長及び副会長は、第 19条に定める委員会における互選とする。

2 監事は委員以外から選任し、総会での承認を得て決定する。

第三章役

(役員の職務)

第7条会長は、本会を代表し、会務を統括する。

2 会長に事故があるときは、副会長がその職務を代行する。

3 監事は、会計を監査する。
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(役員の任期)

第8条役員の任期は 1年とし、再任を妨げない。

2 補欠により選出された役員の任期は、前任者の残任期間とする。

3 役員はその任期が満了した後において、後任者が就任するまでその職務を行う。

(種男リ)

第9条総会ぱ、通常総会と臨時総会の二種とする。

(総会の構成)

第 10条総会は、本会構成員である団体の代表者及ぴ部会員をもって構成し(以下

「総会構成員」という)、任期は 1年とする。但し、再任を妨げない。

(総会の権能)

第11条総会は、次の事項を議決する。

(1)事業計画害及び予算案

(2)事業報告及び決算

(3)まちづくり計画書の策定や見直し

(4)規約の改正

(5)総会で提案された事項

(6)その他、協議会の運営に関する重要な事項

第四章総

(総会の開催)

第 1 2条通常総会は、毎事業年度 1 回開催する。

2 臨時総会は、会長が必要と認めた場合、または総会構成員の3分の 1以上から会

議の目的である事項を記載した書面をもって召集の請求があった場合に開催する。

3 総会は公開とし、本会構成員は傍聴できる。ただし、会長が認めた場合は本会構

成員以外の者も傍聴できる。

サ

(総会の招集)

第 13条総会は、会長が招集する。

(総会の定足数)

第 14条総会は、総会構成員の過半数の出席をもって成立する。

(総会の議長)

第15条総会の議長は、その総会において出席した総会構成員の中から選出する。
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(総会の議決)

第 16条会議の議事は、出席した総会構成員の過半数で決し、可否同数のときは、

議長の決するところによる。

(総会の議事録)

第 17条総会の議事については、次の事項を記録する。

(1)日時及び場所

(2)総会構成員の総数及び出席した総会構成員の数

(3)開催目的、審議事項及び議決事項

(4)議事の経過の概要

(委員会の設置)

第18条本会の運営に関する事項及ぴ総会に諮るべき事項を審議決定するため、

委員会を設置する。

(委員会の構成)

第 19条委員会は、別表第 1 の団体の代表者を委員として構成し、任期は 1年とす

る。但し、再任は妨げない。

(委員会の権能)

第20条委員会は、次の事項を審議し決定する。

(1)総会に付議すべき事項

(2)総会の議決した事項の執行に関する事項

(3)部会の設置に関する事項

(4)その他総会の議決を要しない会務の執行に関する事項

第五章委員会

(委員会の招集)

第2 1条委員会は、会長が招集する。

2 委員会は、必要と認めるときは関係人に出席を求めることができる。

(委員会の議長)

第22条委員会の議長は、会長がこれにあたる。

(委員会の議決)

第23条委員会の議事は、委員総数の過半数をもって決し、可否同数の時は議長の

決するところによる。
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(委員会の議事録)

第24条委員会の議事については、次の事項を記録する。

(1)日時及び場所

(2)委員総数及ぴ出席委員数

(3)出席委員氏名

(4)開催目的、審議事項及び議決事項

(5)議事の経過の概要

(部会の設置)

第25条茂木校区まちづくり計画に基づく事業を実施するため、必要な部会を設置

する。

(部会の構成)

第26条部会は、本会構成員のうち、団体から選出された者及ぴ部会活動に参加を

希望する者で構成する。

2 部会員の互選により部会長 1名を選出し、必要があれぱ部会に必要な役職を選出

することができる。

弟ノ、早.

(部会の報告)

第27条部会長は、委員会に対し、事業の執行状況を報告する。

部

(部会の招集)

第28条部会は、部会長が招集する。

゛.

(事務局)

第29条本会の円滑な運営を行うため、事務局を設置する。

2 事務局には、事務局長を置く。

3 事務局には、若干名の事務局員を置く。

4 事務局長及ぴ事務局員は、委員会の同意を得て会長が任命する。

5 事務局員は、事務局長を補佐し、本会の運営に関する事務を行う。

(会計)

第30条

2 収入、

第七章事務局

本会の会計は、交付金、負担金、その他の収入をもって充てる。

支出を明らかにするため、会計に関する帳簿を整備する。

弟八早 ・十
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(事業計画及ぴ予算)

第31条本会の事業計画及ぴ予算は会長が作成し、委員会に諮り、総会の議決を経

て定める。これを変更する場合も同様とする。

2 前項の規定にかかわらず、新年度開始後に予算が総会において議決されていない

場合には、会長は総会において予算が議決される日までの間は、前年度の予算を基準

とし、収入支出をすることができる。

(事業報告及ぴ決算)

第32条本会の事業報告書・収支決算書等に関する書類は、会長が作成し、委員会

に諮り、監事の監査を受け、総会の承認を受ける。

(会計年度)

第33条本会の会計年度は、毎年4月1日に始まり翌年3月3 1日に終わる。

(細旦1」)

第34条この規約に定めるもののほか、本会の運営等について必要な事項は別に定

める。

附則

附 則

この規約は平成27年5月26日から施行する。

この規約は平成2 9年1月26日から施行する。
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別表第 1 (第 1 9 条関係)

茂木校区連合自治会

茂木地区振興協議会

茂木中学校区青少年育成協議会

茂木地区子どもを守る会

茂木中学校PTA

,団体名

茂木小学校PTA

茂木小学校区子どもを守るネットワーク

茂木地区民生委員児童委員協議会

茂木校区老人会

長崎市消防団茂木地区本部

〒

茂木ペーロン保存会

茂木の環境を考える会アース

茂木愛創会

ちんじんよかBY茂木
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尭

(名称)

第1条この会は、横尾小学校区コミュニティ連絡協議会(以下「協議会」という。)という。
(目的)

第2条協議会は、地域住民や団体の参画と協同の推進を図りながら、まちづくり計画に基

づいて、自主的、自立的に地域課題の解決に向けた活動を行うこと及び地域コミュニティ
の活性化を図ることを目的とする。

(事業)

第3条協議会は、前条の目的を達成するため、まちづくり計画に基づいた次の事業を行う。

(1)横尾小学校区の課題解決に関する事業

(2)横尾小学校区の地域コミュニティの活性化に関する事業

(3)その他協議会の目的達成に必要な事業

(構成)

第4条協議会の構成員は次の各号に掲げる者とする。

(1)別表11こ掲げる自治会等地域の各種団体(以下「協議会構成員」という。)

(2)本会の趣旨に賛同し参加を希望する個人及び団体等

2 前項の規定にかかわらず、長崎市暴力団排除条例の趣旨を尊重し、暴力団、暴力団員、

暴力団関係者企業・団体またはその関係者、その他反社会的勢力等に該当する団体または

それに属する個人は、構成員となることができない。

(区域)

第5条協議会の活動範囲は、横尾小学校区とする。ただし、寺川内自治会の範囲を除き、
滑石北自治会の範囲を加える。

(事務所及び事務局)

第6条協議会の事務所は、横尾地区ふれあいセンター(横尾2丁目15番10号)内に置く。

2 協議会の事務局を事務所内に置き、事務局長は会長が委嘱し、協議会の事務を処理する。
(役員)

第7条協議会に、次の役員を置く。

(1)会長 1名

(2)副会長 1名

(3)事務局長 1名

(4)会計 1名

(5)委員 1 1名

(6)監事 2名

(フ)顧問 2名

(8)部長 各部1名

2 前項(1)~(6)に掲げる役員は、別表2に掲げる横尾小学校区の各種団体の代表者

の互選とし、顧問及ぴ部長は会長が委嘱する。

3 選任された役員は、総会において承認するものとする。

横尾小学校区ニミュニティ連絡協議会規約
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(役員の職務)

第8条会長は、協議会を代表し、会務を統括する。

2 副会長は会畏を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、副会長がその
職務を代行する。

3 会計は、協議会の会計事務を処理し、会計に必要な書類を管理する。

4 事務局長は、協議会の運営に関し、.会長及び副会長を補佐する。

5 監事は、協議会の会計監査を行い、これを総会に報告する。

6 顧問は、会長の求めに応じ指導助言及ぴ協力を行う。

7 部長は、各部の運営にあたる。

(役員の任期)

第9条役員の任期は2年とする。ただし、再任を妨げない。

2 欠員により選出された役員の任期は、前任者の残任期間とする。

3 役員はその任期が満了した後において、後任者が就任するまでその職務を行う。
(会議)

第10条協議会の会議は、総会およぴ役員会とし、会長が招集し、議長はその総会におい

て、出席した会員の中から選出する。

2 会議は、過半数の出席により成立する。

3 議事は,出席者の過半数の同意で決し、可否伺数のときは、議長の決するところによる。

ただし、規約の改廃に関する事項は、出席者の3分の2以上の同意を必要とする。

(会議の議事'剥

第11条会議の議事にっいては、次の事項を記載した議事録を作成しなけれぱならない。

(1)日時及び場所

(2)構成員の現在数及び出席者数(書面表決者及ぴ表決委任者を含む。)

(3)開催目的、審議事項及ぴ議決事項

(4)議事の経過の概要及びその結果

(会議及び議事録の公開)

第12条第5条に掲げる区域の住民は、会議を傍聴することができる。

2 第5条に掲げる区域の住民が、会議の議事録の閲覧を諸求したときは、これを閲覧させ

なけれぱならない。

(梨合会)

第13条総会は、別表 1 に定める代表考をもって構成する決議機関で、毎年1回開催する
定期総会のほか、会長が必要と認めた場合又は協議会構成員の3分の1以上の請求があっ
た場合には、その都度臨時総会開催する。

2 総会は、次の事項を評議決定する。

(1)まちづくり計画に関すること。

(2)事業計画および事業報告に関すること。

〔3)予算の決定および決算の承認に関すること。

(4)役員の選任に関すること。

(5)規約の制定及び改廃に関すること。

,

-22-



゛

(6)その他、協議会の運営に関すること。

(役員会)

第14条役員会は、第7条に掲げる役員をもって組織し、必要に応じて開催し、次の事項

を審議する。

(1)総会に付議する事項

(2)総会の議決Lた事項の執行に関す,る事項

(3)その他総会の議決を要しない会務の執行に関する事項

(部)

第15条協議会には、まちづくり計画を実行していくために必要な部を置くことができる。

2 部員は、別表11こ掲げる構成団体から選任されたもので構成する。

3 部に部長およぴ副部長を置き、副都畏については部長が指名する。

4 部は部長が招集する。

゜ 5 部はまちづくり計画に基づく事業を計画し、実施する。

(事業計画およぴ予算)

第16条協議会の事業計画および予算は、・役員会で承認し総会の議決を経なけれぱならな

い。

(事業報告、決算および監査)

第17条協議会の事業報告書、収支決算書等の決算に関する害類は、会計年度終了後、速

やかに作成し、監事の監査を受け、役員会の承認を経た後、総会の議決を経なけれぱなら

ない。

(経費)

第18条協議会の経費は、交付金、負担金、寄付金及ぴその他の収入を持って充てる。

(会計年度)

第19条協議会の会計年度は、毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。

(会計帳簿の整備及び公開)

第20条協議会は、会計に関する帳簿を整備しなければならない。

2 第5条に掲げる区域の住民が事項の帳簿の閲覧を請求したときは、これを閲覧させなけ

れぱならない。

(委任)

第21条この規約に定めるもののほか必要な事項は、会長が役員会に諮り別に定める。
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1.規約は、平成30年3月31日から施行する。



別表 1

横尾連合幽治会

横尾地区ふれあいセンター運営委員会

社会福祉協議会横尾支部

横尾東部自治会

横尾西部寅治会

横尾南部自治会

横尾北部自治会

、

横尾県営住宅自治会

横尾地区民生委員・児童委員協議会

横尾さつき盧治会

横尾地区保護司会

横尾なづみ自治会

横尾地区高齢者見守りネットワーク

横尾山の木自治会

横尾だんじり保存会

横尾やまびこ自治会

北毒会

滑石北自治会

東寿会

滑石公務員アパート第二自治会

弥生会

横尾中学校区青少年育成協議会

なづみ会

横尾小学校区子どもを守る連合会

横尾グラウンドゴルフ会

横尾小学校区子どもを守るネ,ツトワーク

さわやかグラウンドゴルフ会

横尾小学校

横尾ゲートボール会

横尾中学校

滑石センター保育園

横尾小学校PTA

みやま幼稚園

横尾中学校町A

横尾あじさいクラブ

滑石郵便局

横尾郵便局

長崎外国語大学

平成会

恵愛会山の木

滑石・横尾地域包括支援センター
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曳

別表2

横尾連合自治会

横尾地区ふれあいセンター運営委員会

社会福祉協議会横尾支部

横尾中学校区青少年育成協議会

横尾小学校区子どもを守る連合会

横尾小学校

横尾,中学校

横尾小学校PTA

横尾地区民生委員・児童委員協議会

横尾中学校PTA

横尾地区保護司会

横尾だんじり保存会

横尾老人クラブ

滑石センター保育園

みやま幼稚園

横尾郵便局

滑石郵便局
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